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河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 
江
ごう

の
の

川
かわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 江の川国管理区間内 

当 該 基 準 再評価実施後一定期間が経過している事業 

事 業 諸 元 （自然再生） 

 ・江の川上流自然再生[H1５～H22 年度] 

  砂州切り下げ、中水敷盛土 

（水辺整備） 

・十日市
と う か い ち

箇所[（H9～H10 年度] 

低水護岸 

・三川
さんせん

合 流
ごうりゅう

箇所[H12～H14 年度] 

低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・三川
さんせん

合流部
ごうりゅうぶ

周 辺
しゅうへん

箇所[（国）Ｈ22～25 年度、（自）H22 年度] 

  （国）護岸、河川管理用通路等、（自）街路灯 

・畠敷
はたじき

箇所水辺の楽校整備[計画中] 

  低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・甲
こう

立
たち

箇所水辺の楽校整備[計画中] 

 低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

事 業 期 間 
平成 9 年度～平成 27 年度 

総 事 業 費 
14.65 億円（国土交通省事業）

（1.30 億円（自治体整備分））
残 事 業

費 

4.45 億円 （国土交通省事業） 

（1.30 億円（自治体整備分）） 

（平成21年度末時点までの進捗率64％）

目 的 ・ 必 要 性 江の川は、広島県北西部の阿
あ

佐
さ

山に源を発し、東寄りに南下・北流し、途中広々と

した三次
み よ し

盆地で主要支川である馬洗
ば せ ん

川
がわ

、西 城 川
さいじょうがわ

と合流する。しかし、その後様相が一

変し、峡谷状の河道形状で中国山地を貫き、平野を再び作ることなく島根県江津
ご う つ

市に

おいて日本海に注いでいる。江の川は、「中国太郎」の異名を持つ中国地方最大の流域

面積を有する河川である。 

（自然再生） 

《江の川上流自然再生》 

江の川上流箇所は、洪水によるかく乱の頻度が減少し澪筋が固定化、河道内の樹林

化が進行している。このため、江の川本来の姿であるレキ河原及びレキ河原固有の動

植物が減少している。そのため、河道内の樹林化の進行が著しい区間で、地域の連携

を得ながら、かつてのレキ河原を再生・維持し、江の川在来の生物生息環境の再生を

行っていく。 
 

（水辺整備） 

《三川合流部周辺箇所》 

・十日市箇所 

三川合流部で行われている鵜飼は、西城川右岸で乗船が行われていたが、河川管理

と利用安全性の向上のため、十日市箇所の護岸整備に合わせて鵜飼観光客が安全に河

川を利用できるよう基盤整備を行った。 

・三川合流箇所 

三次市街地の中心にあって貴重なオープンスペースを有する十日市親水公園は、地

域の多くの人々に利用されているが、低水護岸等が整備されておらず、安全に水辺に

近づけない等の課題が生じていた。そのため、河川管理の向上に合わせ、利用の安全

性を確保するための基盤整備を行った。 

・三川合流部周辺箇所 

三川合流部周辺は、地域住民の散歩や鵜飼・花火大会などの観光で、多くの人々に

利用されている。 
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三川が合流する豊かな眺望、伝統的な鵜飼や花火大会などの水辺のにぎわい、歴史・

文化あふれる三次町の街なみなどの水辺との関わりを活かしたまちづくりを進める三

次市と連携して、治水上及び利用の安全・安心に係る河川管理施設を整備する。 
 

《畠敷箇所水辺の楽校整備》 

畠敷箇所は近隣の八次小学校を中心に環境学習、体験活動の場として利用されてい

るが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となっている。そのため、安全に水

辺に近づき、川を利用した環境学習を行う場として整備を行う。 
 

《甲立箇所水辺の楽校整備》 

甲立箇所は、近隣の甲立小学校を中心に環境学習、体験活動の場として利用の要望

があるが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となっている。そのため、安全

に水辺に近づき、川を利用した環境学習する場として整備を行う。 

便 益 の 主 な 根 拠 ○（自然再生、水辺整備）の便益算定（CVM（仮想市場法）） 

■便益原単位（CVM（仮想市場法）） 

（自然再生） 

   支払意思額（※１）＝   364 円/世帯/月 

   受益世帯数（※２）＝ 11,931 世帯 

（水辺整備） 

   支払意思額（※１）＝    450 円/世帯/月 

   受益世帯数（※２）＝ 14,581 世帯 
 

 ■便益（CVM（仮想市場法）） 

（自然再生） 

  年便益額       ＝   52 百万円 

年便益総和（※３）  ＝ 1,255 百万円 

残存価値（※４）   ＝    13 百万円 

年便益総和＋残存価値 ＝ 1,269 百万円 
 

（水辺整備）（CVM（仮想市場法） 

年便益額       ＝   79 百万円 

年便益総和（※３）  ＝ 1,504 百万円 

残存価値（※４）   ＝   19 百万円 

年便益総和＋残存価値 ＝ 1,523 百万円 
 

（水辺整備）（TCM（ﾄﾗﾍﾞﾙｺｽﾄ法）の合計） 

年便益額（※５）   ＝    80 百万円 

年便益総和（※３）  ＝ 1,450 百万円 

残存価値（※４）   ＝    4 百万円 

年便益総和＋残存価値 ＝ 1,454 百万円 
 

○江の川総合水系環境整備事業の便益算定 

年便益額       ＝  211 百万円 

年便益総和（※３）  ＝ 4,209 百万円 

残存価値（※４）   ＝   36 百万円 

年便益総和＋残存価値 ＝ 4,245 百万円 
 

※１：CVM アンケートにより算定 

※２：プレテスト、既往アンケート結果より以下の範囲を設定 

   ・レキ河原再生：事業箇所から概ね 14km である安芸高田市 

   ・三川合流部：事業箇所から 10km 

※３：年便益額費合計を評価期間で累計（社会的割引率考慮） 

※４：評価対象期間末時点で当事業に残っている価値 

※５：TCM アンケート調査より算定 
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基準年度 平成 22 年度 

 
B：総便益 

（億円） 

C：総費用 

（億円） 
B/C 

B-C 

(億円) 

EIRR

(%) 

（自然再生） 12,69 5.56 2.3 7.12 12.3

（水辺整備） 29.76 15.31 1.9 14.45 6.8 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

 

江の川総合水系環境整備事業 42.45 20.87 2.0 21.57 7.6 

事 業 の 効 果 等 （自然再生） 

<江の川上流自然再生> 

・事業実施後、河道内のかく乱により植生の侵入が制御された箇所は、概ねレキ河原

が再生・維持されている。また、モニタリング調査結果では、河原環境で生息するイ

カルチドリ（鳥類）の生息やカワラヨモギ（植物）の生育も確認されている。ただし、

想定していた洪水（平均年最大流量）による河道内のかく乱が得られなかった箇所に

ついては、一部植生に遷移している結果となっており、引き続きモニタリング調査を

行いながら、継続的にレキ河原を保持するため必要に応じて植生の除去や樹木の伐採

を実施していく。 

（水辺整備） 

<十日市箇所> 

・整備箇所は鵜飼遊覧船の船着き場として利用されている。 

・鵜飼遊覧船だけでなく、年間をとおし、「四季の遊覧」の船着場として住民、観光客

に利用されている。    

<三川合流箇所> 

・近傍の小中学校のクラブ活動や環境学習の場として利用されている。 

・地域住民のウォーキング、グランドゴルフなど健康づくりの場として利用されてい

る。 

社 会 情 勢 の 変 化 ・沿川の三次市・安芸高田市の人口は、平成 2２年７月現在で合計約９万人であり、

今後も大きな減少はないと見込まれている。 

・三次市が策定した「三次市三川合流部かわまちづくり計画」が平成 22 年 9 月に国

土交通省に登録がなされた。今後、河川管理に必要な護岸、河川管理用通路の整備

にあわせ、三次市、地域住民、関係団体が連携し、「かわ」と「まち」が一体となっ

たまちづくりを進めていくこととなっている。 

事 業 の 進 捗 状 況 （平成 21 年度末時点） 

○事業の進捗率（平成 21 年度末時点）は、事業費ベースで 64%である。 

  [全体事業費 15.95 億円〔国 14.65 億円＋自 1.30 億円〕のうち、 

         整備済み 10.20 億円〔国 10.20 億円＋自 0.00 億円〕] 

  （水辺整備：[全体 12.46 億円(自治体整備分含む)のうち、6.90 億円]） 

  （自然再生：[全体 3.49 億円のうち、 3.30 億円]） 

○事業の主な経緯 

  平成 9～10 年度：（水辺整備） 江の川水辺整備（十日市箇所） 

  平成 12～14 年度：（水辺整備） 江の川水辺整備（三川合流箇所） 

平成 1７～21 年度：（自然再生） 江の川上流自然再生 

事業の進捗の見込み ・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）は、「かわまちづくり」支援制度の登録を受

け、引き続き、地域住民・三次市・関係機関の意見を取り入れながら、事業を進め

ていくこととしており、今後事業進捗する上で支障はない。 

・畠敷・甲立箇所水辺の楽校整備に対する地元要望は強く、地元住民・市教育委員会・

市民団体等の意見を取り入れながら、事業を進めていくこととしており、今後事業

進捗する上で支障はない。 

・下原箇所については、直轄区間外を含め関係機関と調整し事業を行う必要があるこ

と等から、計画の見直しを行う。 
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コスト縮減や代替案

立 案 の 可 能 性 ・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を流用することにより、コス

ト縮減を図る。また、除草作業や清掃などは、地域住民との協力体制を確立するこ

とにより、コストの削減を図る。 

対応方針（原案） 継続 

対 応 方 針 理 由 ・上記の各視点により、水辺整備（三川合流部周辺箇所及び下原箇所）については、

計画の見直しを行い、その他の箇所については、事業の必要性、重要性は変わらな

いと考えられるため、継続が妥当である。 

・今後の事業の実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技術・

新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執

行に努める。 

そ の 他  
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河川事業のフォローアップ項目調書 

事業名（箇所名） 江
ごう

の
の

川
かわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 江の川国管理区間内 

該 当 基 準 事業（箇所）完了後５年以内の事業 

事 業 諸 元 （水辺整備） 

・長屋
な が や

箇所[（国）H7、（自）H5] 

（国）低水護岸、高水敷整備等、（自）グラウンド、駐車場、トイレ等 

・ 桂
かつら

箇所水辺の楽校整備[H13～H14] 

低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・下土師
し も は じ

箇所[H14] 

河川管理用通路、高水敷整正等 

・香
こう

淀
よど

箇所（カヌー公園さくぎ）[（国）H10～H12、（自）H10～H14] 

（国）低水護岸等、（自）コテージ、管理棟等 

事 業 期 間 平成７年～平成 14 年 

総 事 業 費 
9.24 億円（国土交通省事業） 

（9.07 億円（自治体整備分）） 

目 的 ・ 必 要 性 江の川は、広島県北西部の阿
あ

佐
さ

山に源を発し、途中広々とした三次
み よ し

盆地で主要支川の

馬洗
ば せ ん

川
がわ

、西 城 川
さいじょうがわ

と合流する。その後、峡谷状の河道形状で中国山地を貫き、島根県江津
ご う つ

市において日本海に注ぐ、「中国太郎」の異名を持つ中国地方最大の流域面積を有する河

川である。 

（水辺整備） 

《長屋箇所》 

長屋箇所は地域から利用の要望があったが、河道内の砂州が固定化し、草本が繁茂す

るなど「水面が見えない」、「安全に水辺に近づけない」などの問題が生じていた。 

そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保するための基盤整備を行った。

《桂箇所》 

桂箇所は、近隣の郷野小学校を中心に河川利用の要望があり、地域住民や関係機関・

学識経験者等からなる協議会や「子どもワークショップ」を開催し、地域と協働で整備

内容を検討し、安全に川を利用した環境学習を行える場として整備を行った。 

《下土師箇所》 

下土師箇所は、地域から利用の要望があったが、河道内の砂州が固定化し、草本が繁

茂するなど「水面が見えない」、「安全に水辺に近づけない」などの問題が生じていた。

そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保するための基盤整備を行った 。

《香淀箇所》 

三次市（旧作木村）では江の川を多くの観光客や地域住民に利用してもらうことを目

的として、カヌー公園として宿泊施設やキャンプ場の整備を行った。これに合わせ、河

川管理の向上と利用の安全を確保するため、低水護岸を整備した。 

便 益 の 主 な 根 拠 

●TCM（トラベルコスト法）による便益算定 

【便益】 

年便益額（※１）   ＝  202 百万円 

年便益総和（※２）  ＝ 6,102 百万円 

残存価値（※３）   ＝   54 百万円 

年便益総和＋残存価値 ＝ 6,156 百万円 

※１：TCM アンケート調査より算定 

※２：年便益費合計を評価期間で累計（社会的割引率考慮） 

※３：評価対象期間末時点で当事業に残っている価値 
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 事業費 予定工期 便益計測手法 

当初 9.24 億円 平成７年度～平成 14 年度 

CVM（長屋箇所、桂箇

所、下土師箇所） 

TCM（香淀箇所） 

事後 18.31 億円 平成７年度～平成 14 年度 TCM 

 B:総便益（億円） C 総費用（億円） B/C 
B-C 

（億円） 
EIRR（％） 基準年度 

当初 － 11.96 － － － 平成 17 年度

費 用 対 効 果 分 析 

の 算 定 根 拠 と な 

っ た 要 因 の 変 化 

事後 61.56 32.20 1.9 29.36 8.7 平成 22 年度

事 業 効 果 

の 発 現 状 況 

（水辺整備） 

<長屋箇所> 

・長屋箇所は散策等の日常利用のほか、ゲートボール、カヌー利用、どんど焼きや少年

野球クラブの練習など、多様な利用がなされている。 

<桂箇所> 

・郷野小学校は、河川を利用した環境学習の場として利用している。 

・ヤマメのつかみ取りやミニマラソン大会等を開催するなどの、地域の活性化を目的に

利用されている。 

・散策等の日常利用の他、カヌー利用もあり、多様な利用がなされている 

<下土師箇所> 

・地域住民の散策、水辺利用、近隣の学校の環境学習、体験活動の場として多様に利用

されている。 

<香淀箇所> 

・地域住民や観光客によりカヌー、キャンプ等の目的で多くの人に利用されている。 

・平成１４年に自治体整備のコテージ等の施設が完成し、利用者が増大している。 

事 業 実 施 に よ る 

環 境 の 変 化 

・水辺整備の事業実施にあたっては、高水敷に繁茂した樹木を伐採し、安全に高水敷利

用、水辺へのアクセスが容易になるような整備等を実施した。整備済み個所のうち、

桂箇所近傍の魚類調査によると、工事前後の確認種数に大きな変化は見られなかった。

社 会 経 済 

情 勢 の 変 化 

・沿川の三次市・安芸高田市の人口は、平成 2２年７月現在で合計約９万人であり、今

後も大きな減少はないと見込まれている。 

・事業実施箇所では、近隣学校の環境学習・体験の場、地域振興のための利用がなされ

ている。 

・環境学習の場として、郷野小学校では総合学習等の授業で年間十数回の利用がなされ

ており、維持管理では郷野地区コミュニティ推進協議会が中心となり、年数回の清掃

活動、草刈等が行われている。 

今 後 の 事 後 評 価 

の 必 要 性 

費用便益比は、1.9 と算出され、整備効果は発現している。 

今後は、河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）などを活用して、継続的に事業効

果の発現についてフォローアップを行う。 

改 善 措 置 の 必 要 性  管理用通路など河川管理上の機能が向上したこと、適正な河川利用や河川環境の保全

等を学習する場としての機能が発揮されていること、自治体等（三次市、安芸高田市）

によって利活用及び維持管理が適正に行われていることなどから、今後も事業実施によ

る効果は十分に持続していくことと考えれるため、改善措置の必要性はないと思われる。

同種事業の計画・調査

のあり方や事業評価手

法の見直しの必要性 

 費用便益比（B/C）を算出する手法については、対象事業が水辺整備であることから、

TCM（トラベルコスト法）を採用している。 

 今後も同手法による評価の実績を蓄積していくとともに、評価技術の向上等を踏まえ

つつ、必要に応じ改善を図っていく。 

対 応 方 針 （ 案 ） 上記の視点から、本事業の整備効果は発現しており、今後とも当初目的の利用が見込

まれることから、改めてフォローアップを実施する必要はない。 

 



江の川総合水系環境整備事業

平成22年10月2６日

国土交通省中国地方整備局

（江の川上流）

三川合流部（三次市内）

江の川

馬洗川西城川

ごう かわ



下流部

中流部

上流部

1. 1. 流域の概要流域の概要

・江の川は、中国山地のほぼ中央を貫流し、広島県と島根県の2県にまたがる中国地方最大
の河川で、「中国太郎」の別名を持つ。

・上流三次盆地に人口・資産が集中し、中下流は山間狭窄部の河岸段丘に小集落が点在して
いる。

・江の川は、三次市を始めとして、舟運、漁撈、鵜飼など古くから川と人との関わりが深く、
歴史・文化を育む地域活動の場として利用されている。

【江の川の諸元】
流域面積 ： 3,900km2

幹線流路延長： 194km
山地面積比率 ： 約92％
流域内人口 ： 約21万人



2. 2. 江の川水系江の川水系（江の川上流）現状及び（江の川上流）現状及び利用状況利用状況

・上流部は、ワンド、瀬と淵、河原など、多様な環境が存在しているが、樹林化の進行が問題となっている。
・中流部は、良好な瀬、淵、砂州が存在、自然河岸が残る支川を中心にオオサンショウウオが生息している。
・三川合流部では、約４３０年の伝統を誇る鵜飼いや観光遊覧、花見、花火大会などの観光資源として、毎

年多くの観光客が訪れている。
・三川合流部の「十日市親水公園」や中流部の「カヌー公園さくぎ」など、地域特性にあった水辺利用の施

設が整備され、スポーツ、散策、カヌー等、地元住民の日常的な利用も含めて多様に利用されている。
・「桂水辺の楽校」では、郷野小学校の総合学習と連携し、子どもたちの環境学習の場として利用されている。

①

②

④

西城川

江の川

馬洗川

親水マラソン

水辺利用

十日市親水公園

鵜飼

花火大会

三川合流部
桂水辺の楽校

環境学習

カヌー公園さくぎ



0－－

100低水護岸、河川管理用通路等計画中三次市江の川江の川水辺整備
【下原箇所】

【水辺整備】⑤３

H10～H14（完成）

H10～H12（完成）

－

H14（完成）

－

H13～H14（完成）

H5（完成）

H7（完成）

－

計画中

－

計画中

－

H15～H22（事業中）

H22（事業中）

H22～H25（事業中）

－

H12～H1４（完成）

－

H9～H10（完成）

事業年度※

0－

0－

0－

0－

0－

820コテージ、管理棟等

87グラウンド、駐車場、トイレ等

0－

130街路灯

０－

低水護岸等

河川管理用通路、高水敷整正等

低水護岸、河川管理用通路、
高水敷整正等

低水護岸、高水敷整正等

低水護岸、河川管理用通路、
高水敷整正等

低水護岸、河川管理用通路、
高水敷整正等

砂州切り下げ、中水敷盛土等

護岸、河川管理用通路等

低水護岸、河川管理用通路、
高水敷整正等

低水護岸等

事業内容※

【水辺整備】

【水辺整備】

【水辺整備】

【水辺整備】

【水辺整備】

【水辺整備】

【自然再生】

【水辺整備】

【水辺整備】

【水辺整備】

８

７

４

２

226三次市馬洗川江の川水辺整備
【三川合流部周辺箇所】

③

105安芸高田市江の川江の川水辺整備
【長屋箇所】

⑧６フォ
ロー
アップ

210安芸高田市江の川桂箇所水辺の楽校整備⑨

80安芸高田市江の川江の川水辺整備
【下土師箇所】

⑩

５

100三次市馬洗川江の川水辺整備
【十日市箇所】

①１再評価

590三次市馬洗川江の川水辺整備
【三川合流箇所】

②

349安芸高田市江の川江の川上流自然再生④

100三次市江の川畠敷箇所水辺の楽校整備⑥

100安芸高田市江の川甲立箇所水辺の楽校整備⑦

９

評価
単位

江の川

河川名評価
区分

529三次市江の川水辺整備
【香淀箇所】

⑪

事業費※
（百万円）

関係
市町

箇所名No.

青字：完成
黒字：事業中
赤字：計画中

３３．．事業内容事業内容 ※事業年度・事業内容・事業費
上段：国土交通省分
下段：地元自治体分



青字：完成
黒字：事業中
赤字：計画中

江
の
川

⑨桂箇所⑨桂箇所
水辺水辺のの楽校楽校整備整備

⑧長屋箇所⑧長屋箇所

⑩下土師箇所⑩下土師箇所

⑪香淀箇所⑪香淀箇所

④④江の川上流自然再生江の川上流自然再生

⑦⑦甲立箇所甲立箇所
水辺の楽校整備水辺の楽校整備

西城川

江の川

馬洗川
①十日市箇所①十日市箇所

②三川合流箇所②三川合流箇所

⑥畠敷箇所⑥畠敷箇所
水辺の楽校整備水辺の楽校整備

③三川合流部③三川合流部周辺箇所周辺箇所

⑤下原箇所⑤下原箇所

３．３．事業内容事業内容



江
の
川

馬洗川

整備箇所の航空写真

十日市箇所

①十日市箇所①十日市箇所

（平成９年撮影）

①① 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（十日市箇所十日市箇所）（）（H9H9～～H10H10））

〔〔完成完成〕〕
・整備内容：三川合流部で行われている鵜飼は、西城川右岸で乗船が行

われていたが、河川管理と利用安全性の向上のため、十日
市箇所の護岸整備に合わせて鵜飼観光客が安全に河川を利
用できるよう基盤整備を行った。
低水護岸等

・事業費：１００百万円

（平成２２年撮影）

完成前の状況 完成後の状況

鵜飼

約400年の伝統を誇る鵜飼

十日市親水公園

馬洗川

十日市親水公園

十日市箇所整備内容

低水護岸・ワンド

馬
洗
川



②② 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（三川合流箇所三川合流箇所））
（（H12H12～～H14H14））〔〔完成完成〕〕

・整備内容：三次市街地の中心にあって貴重なオープンスペースを有す
る十日市親水公園は、地域の多くの人々に利用されている
が、低水護岸等が整備されておらず、安全に水辺に近づけ
ない等の課題が生じていた。そのため、河川管理の向上に
合わせ、利用の安全性を確保するための基盤整備を行った。
低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等

・事業費：５９０百万円

水辺利用

馬洗川

整備箇所の航空写真

三川合流箇所

三次市の市街地に隣接し、アク
セスが容易であること、スポーツ、
水遊び、散策等、多様な利用が出
来ることから市民の憩いの場と
なっている。低水護岸・ワンド

高水敷整正
河川管理用通路

三川合流箇所整備内容

十日市親水公園

三次市街地

マラソン大会

江
の
川

②三川合流箇所②三川合流箇所

馬
洗
川



③③ 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（三川合流部三川合流部周辺箇所）周辺箇所）
（（H22H22～～H25H25）（事業中））（事業中）

・整備内容：三川合流部周辺は、地域住民の散歩や鵜飼・花火大会などの
観光で、多くの人々に利用されている。
三川が合流する豊かな眺望、伝統的な鵜飼や花火大会などの
水辺のにぎわい、歴史・文化あふれる三次町の街なみなどの
水辺との関わりを活かしたまちづくりを進める三次市と連携
して、治水上及び利用の安全・安心に係る河川管理施設を整
備する。
（国）護岸、河川管理用通路等
（自）街路灯

・事業費：２２６百万円 自治体１３０百万円

街路灯（三次市）

堤防利用者の安全を考慮し、
三次市が整備

馬洗川

西城川

江の川

②三川合流箇所：完成

①十日市箇所：完成

江の川水辺整備【三川合流部周辺箇所】

花火大会

鵜飼航路

街路灯：完成（三次市）

街路灯：計画中（三次市）

河川管理用通路整備イメージ

江
の
川

③三川合流部周辺箇所③三川合流部周辺箇所

馬
洗
川

護岸整備イメージ



セイタカアワダチソウ(外来種)

河原では樹林化が進行

再生されたレキ河原（平成21年撮影）

土師ダム 江の川レキ河原再生区間
施工前

レキ河原再生イメージ

施工後

樹林化

江
の
川

⑥⑥ 江の川上流江の川上流

自然再生自然再生

④④ 【【自然再生自然再生】】江の川上流自然再生江の川上流自然再生（（H15H15～～H22H22））（事業中）（事業中）
・整備内容：江の川上流箇所は、洪水によるかく乱の頻度が減少し澪筋が

固定化、河道内の樹林化が進行している。このため、江の川
本来の姿であるレキ河原及びレキ河原固有の動植物が減少し
ている。そのため、河道内の樹林化の進行が著しい区間で、
地域の連携を得ながら、かつてのレキ河原を再生・維持し、
江の川在来の生物生息環境の再生を行っていく。
砂州切り下げ、中水敷盛土

・事業費：３５０百万円

河道内では樹
林化が進行し、
外来種が繁茂
し、在来の生
物生息環境へ
の影響や河川
管理への影響
が生じている。

江の川樹林化の状況

カワラハハコ
（平成19年撮影）

イカルチドリ
（平成19年撮影）

江の川本来の生物生息環境の再生
を目指す。

施工後

河原固有の動植物

レキ河原の
再生



下原箇所

⑤⑤ 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（下原箇所下原箇所））〔〔計画中計画中〕〕
・整備内容：下原箇所は、地域住民の日常的な散策等に利用されており、

河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保するための基盤
整備を行う。
低水護岸、河川管理用通路等

・事業費：１００百万円

馬洗川

北溝川（県管理） 十日市
排水機場

片丘川（県管理）

下原箇所整備イメージ

江の川

遊水池

江の川

西城川

下原箇所周辺状況

十日市排水機場

 

北溝川

現状 現状

下原箇所については、
直轄区間外を含め関係
機関と調整し整備を行
う必要があることから、
計画の見直しを行う。

江
の
川

④下原箇所④下原箇所

馬
洗
川

遊水池



環境学習のイメージ

畠敷箇所水辺の楽校整備イメージ

子どもたちのさ
まざま活動を安全
に行えるよう、水
辺整備を行います。

畠敷箇所周辺状況

⑥⑥ 【【水辺整備水辺整備】】畠敷畠敷箇所箇所水辺水辺のの楽校楽校整備整備 〔〔計画中計画中〕〕
・整備内容：畠敷箇所は近隣の八次小学校を中心に環境学習、体験活

動の場として利用されているが、現状では安全に水辺の
利用ができない状況となっている。そのため、安全に水
辺に近づき、川を利用した環境学習を行う場として整備
を行う。
低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等

・事業費：１００百万円

現状

畠敷箇所

馬洗川

低水護岸

管理用通路

樹木が繁茂し、水辺に近づきにくい

江
の
川

⑤畠敷箇所水辺の⑤畠敷箇所水辺の
楽校整備楽校整備

馬
洗
川

現況（平成２２年撮影）



  

環境学習のイメージ

甲立箇所水辺の楽校整備のイメージ

⑦⑦甲立箇所甲立箇所
水辺の楽校水辺の楽校整備整備

江の川

現況（平成２２年撮影）

⑦⑦ 【【水辺整備水辺整備】】甲立甲立箇所箇所水辺水辺のの楽校楽校整備整備〔〔計画中計画中〕〕
・整備内容：甲立箇所は、近隣の甲立小学校を中心に環境学習、体験活動

の場として利用の要望があるが、現状では安全に水辺の利用
ができない状況となっている。そのため、安全に水辺に近づ
き、川を利用した環境学習する場として整備を行う。
低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等

・事業費：１００百万円

甲立箇所周辺状況

甲立箇所江の川

本村川
甲立小学校

樹木が繁茂し、水辺に近づきにくい

子どもたち
のさまざま活
動を安全に行
えるよう、水
辺整備を予定
しています。

現状



整備前（平成４年撮影）

長屋箇所
整備内容

⑧長屋箇所⑧長屋箇所

江の川

⑧⑧ 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（長屋箇所長屋箇所）（Ｈ７））（Ｈ７）

【【フォローアップフォローアップ】】
・整備内容：長屋箇所は地域から利用の要望があったが、河道内の砂州

が固定化し、草木が繁茂するなど「水面が見えない」、
「安全に水辺に近づけない」などの問題が生じていた。
そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保す
るための基盤整備を行った。
（国）低水護岸、高水敷整正等
（自）グラウンド、駐車場、トイレ等

・事業費：１０５百万円 自治体８７百万円

江の川

護岸（平成22年撮影）

カヌー発着場

グラウンド（平成22年撮影）

長屋箇所

長屋箇所周辺状況

樹木が繁茂し、水辺に近づきにくい

 駐車場（平成22年撮影）

国道54号
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⑨⑨ 桂箇所水辺の桂箇所水辺の
楽校楽校整備整備

江の川

整 備 前整 備 前

⑨⑨ 【【水辺整備水辺整備】】桂箇所水辺桂箇所水辺のの楽校楽校整備整備（Ｈ（Ｈ1313～Ｈ～Ｈ1414））
【【フォローアップフォローアップ】】

・整備内容：桂箇所は、近隣の郷野小学校を中心に河川利用の要望があり、
地域住民や関係機関・学識経験者等からなる協議会や「子ど
もワークショップ」を開催し、地域と協働で整備内容を検討
し、安全に川を利用した環境学習を行える場として整備を
行った。
低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等

・事業費：２１０百万円

整備前（平成13年撮影）

桂箇所周辺状況
桂箇所水辺の楽校

樹木が繁茂し、水辺に近づきにくい

桂箇所水辺の楽校整備内容
護岸（ｶﾇｰ発着に活用）

水路（環境学習に活用） 高水敷整正（平成22年撮影）

河川管理用通路
（平成22年撮影）

平成22年撮影

平成20年撮影

江の川

桂橋

新可愛川橋

国道54号

郷野小学校
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⑩下土師箇所⑩下土師箇所

江の川

整 備 前

⑩⑩ 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（江の川水辺整備（下土師箇所下土師箇所）（）（H14H14））

【【フォローアップフォローアップ】】
・整備内容：下土師箇所は、地域から利用の要望があったが、河道内の砂

州が固定化し、草木が繁茂するなど「水面が見えない」、
「安全に水辺に近づけない」などの問題が生じていた。
そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保する
ための基盤整備を行った 。

河川管理用通路、高水敷整正等
・事業費：８０百万円

整備前（平成14年撮影）

下土師箇所

草木が繁茂し、水辺に近づきにくい

下土師箇所整備内容
下土師箇所周辺状況

江の川

水遊び（平成20年撮影）

護岸（平成22年撮影）

鮎放流（平成20年撮影）

環境学習（平成20年撮影）

水路（平成22年撮影）

河川管理用通路

高水敷整正
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農村公園

Ｗ

香淀箇所整備内容

⑪香淀箇所⑪香淀箇所

江の川

⑪⑪ 【【水辺整備水辺整備】】江の川水辺整備（香淀江の川水辺整備（香淀箇所箇所）（）（H10H10～～H12H12））

【【フォローアップフォローアップ】】
・整備内容：三次市（旧作木村）では江の川を多くの観光客や地域住民に

利用してもらうことを目的として、カヌー公園として宿泊施設
やキャンプ場の整備を行った。これに合わせ、河川管理の向上
と利用の安全を確保するため、低水護岸を整備した。
（国）低水護岸等
（自）コテージ、管理棟等

・事業費：５２９百万円 自治体８２０百万円

整備前（平成11年3月撮影）

香淀箇所周辺状況

香淀箇所
（カヌー公園さくぎ）

河川管理用通路

江の川

江の川

低水護岸（平成22年撮影）

三次市整備状況

利用状況（カヌー教室）（平成21年撮影）

河川管理用通路

カヌー公園さくぎ国道375号



４．４．費用対効果分析費用対効果分析

（1）費用便益比（B/C）算定の流れ

総便益【B】

調査範囲の設定（プレテスト）

【水辺整備】
TCM（住民アンケートによる
利用頻度、旅行費用の調査）

年便益の算定

残存価値の設定

総便益【B】の算定

総事業費の算定

維持管理費の設定

総費用【C】の算定

（2）便益の計測

費用便益比【B/C】の算定

総費用【C】

【自然再生・水辺整備】
CVM（住民アンケートによる

支払意思額の調査）

◆TCM（トラベルコスト法）の場合
⇒利用頻度、旅行費用の需要曲線を推定し、便益を計測する。

「河川に係る環境整備の経済評価の手引きH22.3」に基づき、評価を行った。

◆CVM（仮想市場法）の場合
⇒便益＝支払意思額（WTP）×集計世帯数×評価期間（事業完成後50年間）

①調査範囲（住民アンケート配布範囲=便益集
計範囲）の設定

プレテストを実施し、住民アンケート配布範囲
（便益集計範囲）を設定
■自然再生（CVM）
⇒プレテストの結果より、事業の必要性に関す

る意識が高い、事業箇所から14km（安芸高
田市全域）まで。

■水辺整備（CVM）
⇒平成21年度に三次市が実施したアンケート結

果より、事業箇所の認知度、利用率、河川へ
の関わりが高い事業箇所から10kmまで。

■水辺整備（TCM）
⇒プレテスト等の結果より、利用圏を設定し、

調査範囲（便益集計範囲）を箇所ごとに設定。

調 査 範 囲

安芸高田市

邑智郡邑南町

飯石群飯南町

庄原市 

山県郡北広島町

三次市

邑智郡川本町

【水辺整備】

香淀箇所 
【水辺整備】 

畠敷箇所 

【水辺整備】

甲立箇所 
【水辺整備】

桂箇所 

【水辺整備】

長屋箇所 

【水辺整備】
下土師箇所 

【水辺整備】 

TCM の便益集計範囲（最大包絡） 

三次市、安芸高田市、庄原市、北広島町、 

邑南町、美郷町、川本町 

【水辺整備】 

三川合流箇所 
【自然再生】 

江の川上流自然再生

飯石群美郷町



アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■水辺整備【十日市箇所・三川合流箇所・三川合流部周辺箇所】 （CVM）

H21に三次市が実施したアンケート結果より、認知度、利用率の高い概ね10km圏内「三次市」をアン
ケート調査範囲に設定する。

①調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定

●再評価

10km

水辺整備【十日市箇所・三川合流個所・
三川合流部周辺個所】CVM調査範囲

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



住民アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■自然再生【江の川上流自然再生】 （CVM）

プレテスト結果より、江の川の樹林化の状況や事業の必要性の認識高い概ね14km圏内の「安芸高田市」
とする。

■水辺整備【畠敷箇所水辺の楽校整備】 （TCM）
プレテスト結果より、利用が確認された概ね30km圏内の「三次市」、「安芸高田市」、「庄原市（旧庄
原市、旧口和町）」とする。

■水辺整備【甲立箇所水辺の楽校整備】（TCM）
プレテスト結果より、利用が確認された概ね25km圏内の「三次市」、「安芸高田市」とする。

●再評価

自然再生【江の川上流自然再生】
CVM調査範囲

14km

25km

水辺整備【甲立箇所】TCM調査範囲

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界

水辺整備【畠敷箇所水辺の楽校】
TCM調査範囲

30km



●フォローアップ

住民アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■水辺整備【長屋箇所】 （TCM）

H17の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概ね25km圏内の「三次市」、「安芸高田
市」、「北広島町（一部）」とする。

■水辺整備【桂箇所】 （TCM）
H17の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概ね30km圏内「三次市」、「安芸高田市」、
「北広島町（一部）」とする。

25km
30km

水辺整備【長屋箇所】TCM調査範囲 水辺整備【桂箇所水辺の楽校】TCM調査範囲

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



水辺整備【香淀箇所】TCM調査範囲水辺整備【下土師箇所】TCM調査範囲

40km
30km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界

●フォローアップ

住民アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■水辺整備【下土師箇所】（TCM）

H17の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概ね40km圏内の「三次市」、「安芸高田
市」、「北広島町（一部）」、「邑南町」とする。

■水辺整備【香淀箇所】 （TCM）
H17の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概ね30km圏内の「三次市」、「安芸高田
市」、「北広島町（一部）」、「庄原市（一部）」、「美郷町」、「川本町」、「邑南町」とする。



②-1. 【自然再生、水辺整備】CVM（住民アンケートによる支払意思額の調査）

C V M

・郵送によるアンケートを実施。
・当事業を実施することによる効果を提示し、多段階二項選択（7段階）を採用して整備を行うための支払

い意思額（WTP）を問う。
・得られた有効回答から、当事業の支払い意思額（WTP）を求める。
・年便益は「WTP×12ヶ月×受益世帯数」により算定。

【事業を実施した場合と実施しない場合の効果を提示し、毎
月いくら支払っても良いと思うか質問する】

1) 毎月100円（年間あたり1200円）支払いますか？
2) 毎月300円（年間あたり3,600円）支払いますか？

・
・
・

7) 毎月4,000円（年間あたり48,000円）支払いますか？

賛成率
(％)

100

50

0円
４０００円

最大提示額で据切り

支払い意思額
(WTP) (円)

◆賛成率曲線（平面形関数）を推定

（アンケート結果・回収状況）
・【自然再生】（江の川上流自然再生） ：支払い意思額（WTP）＝ ３６４円/月/世帯

有効回答数 ３８３世帯（回収率３５％）
・【水辺整備】（十日市箇所・三川合流箇所・三川合流部周辺箇所）：支払い意思額（WTP）＝ ４５０円/月/世帯

有効回答数 ４０２世帯（回収率３９％）
（年便益）
・【自然再生】（江の川上流自然再生） ：５２百万円

（＝３６４円/月/世帯×１２ヶ月×１１,９３１世帯）
・【水辺整備】（十日市箇所・三川合流箇所・三川合流部周辺箇所）：７９百万円

（＝４５０円/月/世帯×１２ヶ月×１４,５８１世帯）



②-2. 【水辺整備】TCM（住民アンケートによる利用頻度、旅行費用の調査）
TCM（トラベルコスト法）

・アンケート調査から利用者の来訪距離別にゾーンを設定。
・アンケート調査から各ゾーンごとに交通手段別の利用頻度、旅行費用（トラベルコスト）を算定。
・整備前後の需要関数を求め、その差分を年便益（消費者余剰）とする。
・郵送によるアンケートを実施
・配布数：三次市、安芸高田市、庄原市、北広島町、邑南町、美郷町、川本町を対象に、畠敷・甲立箇所：2405票、

桂・長屋箇所：2041票、下土師・香淀箇所：2174票配布。
・有効回答数：畠敷箇所725票(77.7%)、甲立箇所477票(72.6%)、

長屋箇所638票(85.3%)、桂箇所649票(87.6％)、下土師箇所588箇所(81.3%)、香淀箇所626票(81.0%)

【利用実態を踏まえてゾーンを設定】

◆利用頻度とトラベルコストの関
数曲線を用いて、ゾーンごとに仮
想料金を設定し仮想料金ごと利用
者数を求め、各ゾーンの総和に
よって得られた値により需要曲線
（需要関数）を推計

40km～

30～40km

20～30ｋｍ

15～20km

10～15km

5～10km

0～ 5km

下土師箇所

-

30km～

20～30ｋｍ

15～20km

10～15km

5～10km

0～ 5km

桂箇所

-

-

20ｋｍ～

15～20km

10～15km

5～10km

0～ 5km

長屋箇所

距離

-

30km～

20～30ｋｍ

15～20km

10～15km

5～10km

0～ 5km

畠敷箇所

--7

30km～-6

20～30ｋｍ20ｋｍ～5

15～20km15～20km4

10～15km10～15km3

5～10km5～10km2

0～ 5km0～ 5km1

香淀箇所甲立箇所
ゾーン

【各事業のゾーニング】

【水辺整備】
（再評価（畠敷、甲立箇所））
：年便益額 80百万円
【フォローアップ】
（再評価（長屋、桂、下土師、香淀箇所））
：年便益額202百万円

ゾーン１ ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

ゾーン５
ゾーン６

ゾーン７

③ 残存価値の設定
事業完成後50年経過時点での事業箇所の価値を算定。

④ 総便益の算定
業完成後50年の年便益総和に残存価値を加え（算定社会的割引率（４％）を用い現在価値化した値）

仮想料金
（円）

利用者数
（人）

1000

500

0
100 200

「事業実施有り」と「事業実施
無し」の二次需要曲線から消費
者余剰を算定し、「事業実施有
り」と「事業実施無し」の消費
者余剰の差（左図の斜線部）を
年便益として算出

整備後

整備前



◇総便益

評価期間を事業完成後50年間とし、現在価値化を行った。

（※）総便益は、それぞれの年便益総和に残存価値を加え、社会的割合（4％）を用い現在価値化した値。

◇総費用

（※）総費用は、総事業費に50ヶ年の維持管理費を加え、社会的割引率（4%）を用い現在価値化した値。
（※）維持管理費は、実績等を基に設定した。

◇費用便益比（B/C）

(3)費用対効果分析結果

・【全体】 4,245百万円

・【水辺整備】

6,156百万円

・【自然再生】1,269百万円

・【水辺整備】2,976百万円

フォローアップ再評価

・【全体】 2,087百万円

・【水辺整備】

3,220百万円

・【自然再生】 556百万円

・【水辺整備】1,531百万円

フォローアップ再評価

・【全体】 2.0

・【水辺整備】

1.9

・【自然再生】 2.3

・【水辺整備】 1.9

フォローアップ再評価



【フォローアップ】
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（百万円）

残存価値（現在価値化）

便益B

費用C（事業費）

費用C（維持管理費）

費用C（現在価値化）

便益B（現在価値化）

【再評価】
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（百万円）

残存価値（現在価値化）

便益B

費用C（事業費）

費用C（維持管理費）

費用C（現在価値化）

便益B（現在価値化）

費用便益比（B/C）の算出方法

【便益の整理】・評価期間中に発現する便益を社会的割引率（4%）で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値値を算定

【費用の整理】・既投資額についてはデフレータ及び社会的割引率（4%）で割り増しによって現在価
値化し、今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（4%）によっ
て割り引いた上で集計

事業期間完了後の評価期間50年（H28～H77）

事業期間（H9～H27）

事業期間完了後の評価期間50年（H15～H64）

事業期間
（H5～H14）

評
価
基
準
年
→

←
評
価
基
準
年



金額単位：百万円

（※）社会的割引率（４％）を用い現在価値化した値

費用便益比総括表

江の川総合水系環境整備事業

1.9

23

2,953

2,976

64

1,467

1,531

水辺整備

1.9

54

6,102

6,156

506

2,714

3,220

フォロー
アップ

2.32.0費用便益費（B/C）

1336残存価値

1,2554,209便益（B）

1,2694,245便益額

1678231維持管理費

3893411,857建設費（C）

5563492,087費用

残事業
自然再生

事業全体
項 目



前回評価時との比較表

・自治体整備分を追加。18.3億円16.0億円21.3億円総事業費

32.2億円20.9億円21.0億円総費用
（C）

・【水辺整備】の便益計測
手法を変更。

61.6億円42.4億円23.7億円総便益
（B）

－B/C＝1.9B/C＝2.0B/C＝1.1費用対効果

（B/C）

（H17） （H22ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ）（H22再評価）

・自然再生で得られた知見
を基に、河道形状を設定し、
河川改修と合わせて実施。

－【自然再生】

・江の川上流自然再生： H17～H22

砂州切り下げ、中水敷盛土

【自然再生】

・江の川上流自然再生：H17～H29

砂州切り下げ、中水敷盛土

事業諸元

及び

事業期間

【水辺整備】

・十日市箇所： H9～H10
低水護岸

・三川合流箇所： H12～H14
低水護岸、高水敷整正等

・三川合流部周辺箇所： H22～H25
護岸、河川管理用通路等

・畠敷箇所水辺の楽校整備：計画中
（H26予定）低水護岸、高水敷整正等

・甲立箇所水辺の楽校整備：計画中
（H27予定）低水護岸、高水敷整正等

今回評価

【水辺整備】

・長屋箇所： H7
低水護岸、高水敷整備等

・桂箇所水辺の楽校整備： H13～H14
低水護岸、高水敷整正等

・下土師箇所： H14
河川管理用通路、高水敷整正等

・香淀箇所： H10～H12
低水護岸等

・「かわまちづくり計画」
で三次市が申請した三川合
流部周辺箇所を追加。

・下原箇所は計画を見直し

・香淀箇所における自治体
整備分の上物（コテージ、
管理棟等）の整備を追加。

備考

【水辺整備】

・十日市箇所： H9～H10
低水護岸等

・三川合流箇所： H12～H14
低水護岸、高水敷整正等

・下原箇所：計画中（H20予定）
低水護岸、河川管理用通路等

・畠敷箇所水辺の楽校整備：計画中

（H18～H19予定）低水護岸、高水敷整正等

・甲立箇所水辺の楽校整備：計画中

（H20予定）低水護岸、高水敷整正等

・長屋箇所： H7
低水護岸、高水敷整正等

・桂箇所水辺の楽校整備箇所： H13～H14
低水護岸、高水敷整正等

・下土師箇所： H14
河川管理用通路、高水敷整正等

・香淀箇所： H10～H12
低水護岸等

前回評価
事項



55．今後の対応方針（原案）．今後の対応方針（原案）

（1）事業の必要性等に関する視点

1）事業を巡る社会情勢等の変化
・沿川の三次市・安芸高田市の人口は、平成2２年７月現在で合計約９万人であり、今後も大き

な減少はないと見込まれている。
・三次市が策定した「三次市三川合流部かわまちづくり計画」が平成22年9月に国土交通省に登

録がなされた。今後、河川管理に必要な護岸、河川管理用通路の整備にあわせ、三次市、地域
住民、関係団体が連携し、「かわ」と「まち」が一体となったまちづくりを進めていくことと
なっている。

2）事業の投資効果
江の川総合水系環境整備事業 B/C＝2.0

55．１．１ 再評価の視点再評価の視点

■水辺整備■水辺整備 ・江の川水辺整備（十日市箇所）・江の川水辺整備（十日市箇所）
・江の川水辺整備（三川合流箇所）・江の川水辺整備（三川合流箇所）
・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）
・江の川水辺整備（下原箇所）・江の川水辺整備（下原箇所）
・畠敷箇所水辺の楽校整備・畠敷箇所水辺の楽校整備
・・甲甲立箇所水辺の楽校整備立箇所水辺の楽校整備

■自然再生■自然再生 ・江の川上流自然再生・江の川上流自然再生



（2）事業の進捗の見込みの視点

・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）は、「かわまちづくり」支援制度の登録を受け、
引き続き、地域住民・三次市・関係機関の意見を取り入れながら、事業を進めていくこ
ととしており、今後事業進捗する上で支障はない。

・畠敷・甲立箇所水辺の楽校整備に対する地元要望は強く、地元住民・市教育委員会・市
民団体等の意見を取り入れながら、事業を進めていくこととしており、今後事業進捗す
る上で支障はない。

・下原箇所については、直轄区間外を含め関係機関と調整し事業を行う必要があること等
から、計画の見直しを行う。

（3）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を捨石工へ流用することにより、
コスト縮減を図る。また、除草作業や清掃などは、地域住民との協力体制を確立する
ことにより、コストの削減を図る。

3）事業の進捗
事業の進捗率（平成21年度末時点）は、事業費ベースで64%である。

[全体事業費 15.95億円〔国14.65億円＋自1.30億円〕のうち、
整備済み10.20億円〔国10.20億円＋自0.00億円〕]

（水辺整備：[全体12.46億円(自治体整備分含む)のうち、6.90億円]）
（自然再生：[全体3.49億円のうち、 3.30億円]）



・整備箇所は鵜飼遊覧船の船着き場として利用されている。
・鵜飼遊覧船だけでなく、年間をとおし、「四季の遊覧」の船着場として住民、観光客に利用さ

れている。

・近傍の小中学校のクラブ活動や環境学習の場として
利用されている。

・地域住民のウォーキング、グランドゴルフなど健康
づくりの場として利用されている。

グラウンドゴルフ 環境学習（水生生物調査）

鵜飼鵜飼遊覧船の船着き場

（４）事業効果の発現状況

水辺整備水辺整備 江の川水辺整備（江の川水辺整備（十日市箇所十日市箇所））【【再評価再評価】】

水辺整備水辺整備 江の川水辺整備（江の川水辺整備（ 三川合流箇所三川合流箇所））【【再評価再評価】】

四季の遊覧
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平成10年事業完成
（十日市箇所）

平成14年事業完成
（三川合流箇所）

みよし鵜飼まつり

（平成22年撮影） （平成22年撮影）（平成21年撮影） （平成21年 三次市観光協会HP）

（平成22年撮影） （平成20年撮影）



・事業実施後、河道内のかく乱により植生の侵入が制御された箇所は、概ねレキ河原が再生・維
持されている。また、モニタリング調査結果では、河原環境で生息するイカルチドリ（鳥類）
の生息やカワラヨモギ（植物）の生育も確認されている。ただし、想定していた洪水（平均年
最大流量）による河道内のかく乱が得られなかった箇所については、一部植生に遷移している
結果となっており、引き続きモニタリング調査を行いながら、継続的にレキ河原を保持するた
め必要に応じて植生の除去や樹木の伐採を実施していく。

自然再生（自然再生（江の川上流自然再生江の川上流自然再生））【【再評価再評価】】

河床表層（172.4k堤防から55m）

ヨモギ

A砂州上流部（礫河原）

整備箇所にはレキ河原環境に適したカワラヨモギの
生育が確認されている

イカルチドリ（平成19年撮影）

レキ河原における指標種であるイカル
チドリも確認されている

（平成21年撮影）



【【今後の今後の対応方針（原案）対応方針（原案）】】

５．２５．２ 県への意見県への意見照会照会結果結果

⇒ 以上のことから、引き続き、江の川総合水系環境整備事業を継続する

・上記の各視点により、水辺整備（三川合流部周辺箇所及び下原箇所）については計画の
見直しを行い、その他の箇所については、事業の必要性、重要性は変わらないと考えら
れるため、継続が妥当である。

・今後の事業の実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技術・新工
法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努め
る。

■自然再生■自然再生 ・江の川上流自然再生・江の川上流自然再生
■水辺整備■水辺整備 ・江の川水辺整備（十日市箇所）・江の川水辺整備（十日市箇所）

・江の川水辺整備（三川合流箇所）・江の川水辺整備（三川合流箇所）
・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）・江の川水辺整備（三川合流部周辺箇所）
・江の川水辺整備（下原箇所）・江の川水辺整備（下原箇所）
・畠敷箇所水辺の楽校整備・畠敷箇所水辺の楽校整備
・・甲甲立箇所水辺の楽校整備立箇所水辺の楽校整備

対応方針に対する意見：異存はありません



・郷野小学校は、河川を利用した環境学習の場として利用している。
・ヤマメのつかみ取りやミニマラソン大会等を開催するなどの、地域の活性化を目的に利用さ

れている。
・散策等の日常利用の他、カヌー利用もあり、多様な利用がなされている。

ミニマラソン大会水辺利用

とんど焼き

６６．． 今後の対応方針（案）今後の対応方針（案）
（１） 事業の効果の発現状況

水辺整備水辺整備 江の川水辺整備（江の川水辺整備（長屋箇所長屋箇所））【【フォローアップフォローアップ】】

水辺整備水辺整備 桂桂箇所箇所水辺水辺のの楽校楽校整備整備 【【フォローアップフォローアップ】】

ゲートボールカヌー利用

・長屋箇所は散策等の日常利用のほか、ゲートボール、カヌー利用、とんど焼きや少年野球クラブ
の練習など、多様な利用がなされている。

カヌー利用

少年野球の練習

（平成22年撮影）（平成22年撮影）（平成22年撮影）

（平成15年撮影）（平成22年撮影） （平成22年撮影）

（平成10年撮影）



・地域住民の散策、水辺利用、近隣の学校の環境学習、体験活動の場として多様に利用されてい
る。

・地域住民や観光客によりカヌー、キャンプ等の目的で多くの人に利用されている。
・平成１４年に自治体整備のコテージ等の施設が完成し、利用者が増大している。

水辺利用 環境学習

キャンプカヌー利用

水辺整備水辺整備 江の川水辺整備（江の川水辺整備（下土師箇所下土師箇所））【【フォローアップフォローアップ】】

水辺整備水辺整備 江の川水辺整備（江の川水辺整備（香淀箇所香淀箇所））【【フォローアップフォローアップ】】
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（平成20年撮影） （平成20年撮影） （平成20年撮影）

（平成21年撮影）
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（２）事業実施による環境変化

桂箇所水辺の学校整備における環境学習状況
（左：水生生物調査 右：外来植物調査）

（3）社会経済情勢等の変化

・沿川の三次市・安芸高田市の人口は、平成2２年７月現在で合計約９万人であり、今後も
大きな減少はないと見込まれている。

・事業実施箇所では、近隣学校の環境学習・体験の場、地域振興のための利用がなされてい
る。

・環境学習の場として、郷野小学校では総合学習等の授業で年間十数回の利用がなされてお
り、維持管理では郷野地区コミュニティ推進協議会が中心となり、年数回の清掃活動、草
刈等が行われている。

江の川（176.2～176.6km）魚類調査の種数変化
出典：河川水辺の国勢調査

・水辺整備の事業実施にあたっては、高水敷に繁茂した樹木を伐採し、安全に高水敷利用、水
辺へのアクセスが容易になるような整備等を実施した。整備済み個所のうち、桂箇所近傍の
魚類調査によると、工事前後の確認種数に大きな変化は見られなかった。
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（４）今後の事後評価の必要性

費用便益比は、1.9と算出され、整備効果は発現している。
今後は、河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）などを活用して、継続的に事業効果の発
現についてフォローアップを行う。

管理用通路など河川管理上の機能が向上したこと、適正な河川利用や河川環境の保全等を
学習する場としての機能が発揮されていること、自治体等（三次市、安芸高田市）によって
利活用及び維持管理が適正に行われていることなどから、今後も事業実施による効果は十分
に持続していくことと考えれるため、改善措置の必要性はないと思われる。

（５）改善措置の必要性

費用便益比（B/C）を算出する手法については、対象事業が水辺整備であることから、
TCM（トラベルコスト法）を採用している。

今後も同手法による評価の実績を蓄積していくとともに、評価技術の向上等を踏まえ
つつ、必要に応じ改善を図っていく。

（６）同種事業の計画・調査のあり方及び事業評価手法の見直しの必要性

【今後の対応方針（案）】

上記の視点から、本事業の整備効果は発現しており、今後とも当初目的の利用が見込ま
れることから、改めてフォローアップを実施する必要はない。



費用対効果（再評価）
（参考）感度分析

・参考として、事業期間及び残事業が１割増減した場合を想定し、費用対便益比（Ｂ/Ｃ）
の試算を行った。

－－2.01.92.12.0事業期間

－－2.01.92.12.0事業費

下位上位下位上位下位上位

自然再生水辺整備

事業全体要因

・事業費は残事業に対する±10%を設定（上位+10%、下位-10%）
・事業期間は残事業に対する±1年を設定
・自然再生は平成22年度完了予定のため、感度分析の対象には含めない

感度分析の結果



江の川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕



（再評価） 

 
 
 
 
 
 
 

江の川総合水系環境整備事業 

（水系全体） 

 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（様式-1） 

【概要】    

水系・河川名 江の川水系 

事業名 江の川総合水系環境整備事業 

事業主体 三次河川国道事務所 

関係自治体 三次市 

事業期間 1997 年～2015 年度（平成 9～平成 27 年度） 

基準（評価年度） 2010 年度（平成 22 年度） 

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計 1,595 百万円 562 百万円 2,157 百万円 

基準年における現在価

値合計（C） 
1,857 百万円 231 百万円 2,087 百万円 

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 28 年度 

供用年度の単年度便益 210.8 百万円 

残存価値（現在価値） 36 百万円 

基準年における現在価

値合計（B） 
4,245 百万円 

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 2.0 

純現在価値（NPV） 2,157 百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
7.6％ 

 



（様式-2） 

【費用便益算定シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ｔ 便益 現在価値① 残存価値② 便益 現在価値① 残存価値② 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値
9 -13 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 50.6 0.0 0.0 30.0 50.6
10 -12 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 70.0 111.2 0.0 0.0 70.0 111.2
11 -11 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 -10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 145.0 0.0 0.0 100.0 145.0
13 -9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 260.0 353.8 0.0 0.0 260.0 353.8
14 -8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 230.0 296.6 0.0 0.0 230.0 296.6
15 -7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 49.6 0.0 0.0 40.0 49.6 0.0 0.0 1.2 1.5 1.2 1.5
16 -6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 29.9 0.0 0.0 25.0 29.9 0.0 0.0 1.2 1.4 1.2 1.4
17 -5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 62.0 71.7 0.0 0.0 62.0 71.7 0.0 0.0 1.2 1.4 1.2 1.4
18 -4 10.0 11.7 0.0 0.0 0.0 0.0 32.0 36.0 0.0 0.0 32.0 36.0 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
19 -3 10.0 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 59.0 64.6 0.0 0.0 59.0 64.6 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
20 -2 23.1 24.9 0.0 0.0 0.0 0.0 47.9 51.8 0.0 0.0 47.9 51.8 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
21 -1 34.4 35.8 0.0 0.0 0.0 0.0 64.2 66.8 0.0 0.0 64.2 66.8 0.0 0.0 1.2 1.2 1.2 1.2
22 0 52.1 52.1 0.0 0.0 0.0 0.0 19.0 19.0 0.0 0.0 19.0 19.0 168.0 168.0 1.2 1.2 169.2 169.2
23 1 52.1 50.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 68.0 65.4 1.3 1.3 69.3 66.7
24 2 52.1 48.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 68.0 62.9 1.3 1.2 69.3 64.1
25 3 52.1 46.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 52.0 46.2 1.3 1.2 53.3 47.4
26 4 52.1 44.5 0.0 78.7 67.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 85.5 1.3 1.1 101.3 86.6
27 5 52.1 42.8 0.0 133.7 109.9 0.0 0.0 0.0 26.4 21.7 26.4 21.7 100.0 82.2 1.6 1.3 101.6 83.5
28 6 52.1 41.2 0.0 158.6 125.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.4 1.8 1.4
29 7 52.1 39.6 0.0 158.6 120.6 0.0 0.0 0.0 30.3 23.0 30.3 23.0 1.8 1.4 1.8 1.4
30 8 52.1 38.1 0.0 158.6 115.9 0.0 0.0 0.0 12.2 8.9 12.2 8.9 1.8 1.3 1.8 1.3
31 9 52.1 36.6 0.0 158.6 111.5 0.0 0.0 0.0 13.3 9.4 13.3 9.4 1.8 1.3 1.8 1.3
32 10 52.1 35.2 0.0 158.6 107.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.2 1.8 1.2
33 11 52.1 33.9 0.0 158.6 103.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.2 1.8 1.2
34 12 52.1 32.6 0.0 158.6 99.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
35 13 52.1 31.3 0.0 158.6 95.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
36 14 52.1 30.1 0.0 158.6 91.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
37 15 52.1 28.9 0.0 158.6 88.1 0.0 0.0 0.0 26.4 14.7 26.4 14.7 1.8 1.0 1.8 1.0
38 16 52.1 27.8 0.0 158.6 84.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 1.0 1.8 1.0
39 17 52.1 26.8 0.0 158.6 81.4 0.0 0.0 0.0 30.3 15.6 30.3 15.6 1.8 0.9 1.8 0.9
40 18 52.1 25.7 0.0 158.6 78.3 0.0 0.0 0.0 12.2 6.0 12.2 6.0 1.8 0.9 1.8 0.9
41 19 52.1 24.7 0.0 158.6 75.3 0.0 0.0 0.0 13.3 6.3 13.3 6.3 1.8 0.9 1.8 0.9
42 20 52.1 23.8 0.0 158.6 72.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
43 21 52.1 22.9 0.0 158.6 69.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
44 22 52.1 22.0 0.0 158.6 66.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
45 23 52.1 21.1 0.0 158.6 64.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
46 24 52.1 20.3 0.0 158.6 61.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
47 25 52.1 19.5 0.0 158.6 59.5 0.0 0.0 0.0 26.4 9.9 26.4 9.9 1.8 0.7 1.8 0.7
48 26 52.1 18.8 0.0 158.6 57.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
49 27 52.1 18.1 0.0 158.6 55.0 0.0 0.0 0.0 30.3 10.5 30.3 10.5 1.8 0.6 1.8 0.6
50 28 52.1 17.4 0.0 158.6 52.9 0.0 0.0 0.0 12.2 4.1 12.2 4.1 48.6 16.2 48.6 16.2
51 29 52.1 16.7 0.0 158.6 50.9 0.0 0.0 0.0 13.3 4.3 13.3 4.3 1.8 0.6 1.8 0.6
52 30 52.1 16.1 0.0 158.6 48.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.6 1.8 0.6
53 31 52.1 15.4 0.0 158.6 47.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
54 32 52.1 14.9 0.0 158.6 45.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
55 33 52.1 14.3 0.0 158.6 43.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
56 34 52.1 13.7 0.0 158.6 41.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
57 35 52.1 13.2 0.0 158.6 40.2 0.0 0.0 0.0 26.4 6.7 26.4 6.7 1.8 0.5 1.8 0.5
58 36 52.1 12.7 0.0 158.6 38.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
59 37 52.1 12.2 0.0 158.6 37.2 0.0 0.0 0.0 30.3 7.1 30.3 7.1 1.8 0.4 1.8 0.4
60 38 52.1 11.7 0.0 158.6 35.7 0.0 0.0 0.0 12.2 2.7 12.2 2.7 1.8 0.4 1.8 0.4
61 39 52.1 11.3 0.0 158.6 34.4 0.0 0.0 0.0 13.3 2.9 13.3 2.9 1.8 0.4 1.8 0.4
62 40 52.1 10.9 0.0 158.6 33.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
63 41 52.1 10.4 0.0 158.6 31.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
64 42 52.1 10.0 0.0 158.6 30.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
65 43 52.1 9.6 0.0 158.6 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
66 44 52.1 9.3 0.0 158.6 28.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
67 45 52.1 8.9 0.0 158.6 27.2 0.0 0.0 0.0 26.4 4.5 26.4 4.5 1.8 0.3 1.8 0.3
68 46 52.1 8.6 0.0 158.6 26.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
69 47 52.1 8.2 0.0 158.6 25.1 0.0 0.0 0.0 30.3 4.8 30.3 4.8 1.8 0.3 1.8 0.3
70 48 52.1 7.9 0.0 158.6 24.1 0.0 0.0 0.0 12.2 1.9 12.2 1.9 1.8 0.3 1.8 0.3
71 49 52.1 7.6 0.0 158.6 23.2 0.0 0.0 0.0 13.3 2.0 13.3 2.0 1.8 0.3 1.8 0.3
72 50 52.1 7.3 13.2 158.6 22.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
73 51 0.0 0.0 0.0 158.6 21.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.2 1.8 0.2
74 52 0.0 0.0 0.0 158.6 20.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.2 1.8 0.2
75 53 0.0 0.0 0.0 158.6 19.8 18.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.2 1.8 0.2
76 54 0.0 0.0 0.0 79.9 9.6 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.1 0.5 0.1
77 55 0.0 0.0 0.0 24.9 2.9 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0

2,735 1,255 13 7,932 2,953 23 4,245 349 389 411 167 760 556 1,246 1,467 151 64 1,397 1,531 2,087 2.0
単位：百万円

建設費③

便益
年度

計③＋④
自然再生

建設費③

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

総便益
①+②

水辺整備自然再生
費用便益費

Ｂ/Ｃ維持管理費④ 計③＋④
水辺整備

計

費用

維持管理費④



（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要書 

事業目的 江の川は、広島県北西部の阿佐山に源を発し、東寄りに南下・北流し、途

中広々とした三次盆地で主要支川である馬洗川、西城川と合流する。しか

し、その後様相が一変し、峡谷状の河道形状で中国山地を貫き、平野を再

び作ることなく島根県江津市において日本海に注いでいる。江の川は、「中

国太郎」の異名を持つ中国地方最大の流域面積を有する河川である。 

 

（自然再生） 

<江の川上流自然再生> 

江の川上流箇所は、洪水によるかく乱の頻度が減少し澪筋が固定化、河

道内の樹林化が進行している。このため、江の川本来の姿であるレキ河原

及びレキ河原固有の動植物が減少している。そのため、河道内の樹林化の

進行が著しい区間で、地域の連携を得ながら、かつてのレキ河原を再生・

維持し、江の川在来の生物生息環境の再生を行っていく。 

 

（水辺整備） 

<三川合流部周辺箇所> 

・十日市箇所 

三川合流部で行われている鵜飼は、西城川右岸で乗船が行われていた

が、河川管理と利用安全性の向上のため、十日市箇所の護岸整備に合わせ

て鵜飼観光客が安全に河川を利用できるよう基盤整備を行った。 

・三川合流箇所 

三次市街地の中心にあって貴重なオープンスペースを有する十日市親

水公園は、地域の多くの人々に利用されているが、低水護岸等が整備され

ておらず、安全に水辺に近づけない等の課題が生じていた。そのため、河

川管理の向上に合わせ、利用の安全性を確保するための基盤整備を行っ

た。 

・三川合流周辺箇所 

三川合流部周辺は、地域住民の散歩や鵜飼・花火大会などの観光で、多

くの人々に利用されている。 

三川が合流する豊かな眺望、伝統的な鵜飼や花火大会などの水辺のにぎ

わい、歴史・文化あふれる三次町の街なみなどの水辺との関わりを活かし

たまちづくりを進める三次市と連携して、治水上及び利用の安全・安心に

係る河川管理施設を整備する。 

<畠敷箇所水辺の楽校整備> 

畠敷箇所は近隣の八次小学校を中心に環境学習、体験活動の場として利

用されているが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となってい

る。そのため、安全に水辺に近づき、川を利用した環境学習を行う場とし

て整備を行う。 

<甲立箇所水辺の楽校整備> 

甲立箇所は、近隣の甲立小学校を中心に環境学習、体験活動の場として

利用の要望があるが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となって

いる。そのため、安全に水辺に近づき、川を利用した環境学習する場とし

て整備を行う。 

 

事業内容 

（事業箇所図） 

（自然再生） 

 ・江の川上流自然再生[H17～H22 年度] 

  樹木伐採、砂州切下、中水敷盛土 



（水辺整備） 

・十日市箇所[H9～H10 年度] 

低水護岸 

・三川合流箇所[H12～H14 年度] 

低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・三川合流部周辺箇所[（国）H22～25 年度、（自）H22 年度] 

 （国）護岸、河川管理用通路、 （自）街路灯 

・畠敷箇所水辺の楽校整備[計画中] 

 低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・甲立箇所水辺の楽校整備[計画中] 

 低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水辺整備】 

十日市箇所 

三川合流箇所 

三川合流部周辺箇所 

【水辺整備】 

畠敷箇所 

【水辺整備】

甲立箇所 

安芸高田市

邑智郡邑南町

飯石群飯南町

庄原市 

山県郡北広島町 

三次市

邑智郡川本町

飯石群美郷町

江の川

江の川
馬洗川

西城川 

【自然再生】 

江の川上流自然再生 



（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

評価手法 （自然再生）：CVM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

（水辺整備）：CVM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

（水辺整備）：TCM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H28～H77（事業完了から 50 年） 

総便益 ○年便益額＝210.8 百万円 

○残存価値＝36 百万円 

総便益 B＝Σ 単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝4,245 百万円 

便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（自然再生 CVM） 

○便益範囲：プレテスト結果より、江の川の樹林化の状況や自然再生の必

要性の認識高い概ね 14km 圏内の「安芸高田市」とする。 

○世帯数：11,931 世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 世帯配布、回収数 709 票（回収率 35.5％） 

 有効回答数 383 票（有効回答率 54.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水辺整備） 

<江の川水辺整備（十日市箇所、三川合流箇所、三川合流部周辺箇所）> 

○便益範囲：H21 に三次市が実施したアンケート結果より、認知度、利用

率の高い概ね 10km 圏内「三次市」をアンケート調査範囲に設定する。 

○世帯数：14,581 世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 世帯配布、回収数 782 票（回収率 39.1％） 

 有効回答数 402 票（有効回答率 51.4％） 

14km14km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<畠敷箇所> 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用が確認された概ね 30km 圏内の「三

次市」、「安芸高田市」、「庄原市（旧庄原市、旧口和町）」とする。 

○人口：115,606 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,405 票配布、回収数 933 票（回収率 38.8％） 

 有効回答数 725 票（有効回答率 77.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜甲立箇所＞ 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用が確認された概ね 25km 圏内の「三

次市」、「安芸高田市」とする。 

○人口：92,014 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布、回収数 657 票（回収率 32.9％） 

 有効回答数 477 票（有効回答率 72.6％） 

 

30km30km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界

10km10km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 1,857 百万円 

維持管理費 231 百万円 

費
用 

総費用 2,087 百万円 

費用便益比（B/C） 2.0 

その他留意点等  

 

25km25km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



（再評価） 

 
 
 
 
 
 
 

江の川総合水系環境整備事業 

（江の川上流自然再生） 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 



 
 
 
 



 

 
 
 



 



 



 
 
 



CVM 本調査結果（江の川上流自然再生）  

（1） アンケート集計数 

 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,000 709 35.5％ 383 54.0％ 128 198 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） WTP 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） B/C 算定結果 

 

WTP 受益世帯数 B（百万円） C（百万円） B/C 

364 11,931 1,269 556 2.3 

 

◇B は残存価値を加算した 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝364×12×11,931＝52.1 百万円 
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（様式-1） 

 

【概要】    

水系・河川名 江の川水系 江の川 

事業名 江の川上流自然再生 

事業主体 三次河川国道事務所 

関係自治体 安芸高田市 

事業期間 2005 年～2010 年度（平成 17～平成 22 年度） 

基準（評価年度） 2010 年度（平成 22 年度） 

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計 349 百万円 411 百万円 760 百万円 

基準年における現在

価値合計（C） 
389 百万円 167 百万円 556 百万円 

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 23 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
52.1 百万円 

残存価値（現在価値） 13 百万円 

基準年における現在

価値合計（B） 
1,269 百万円 

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 2.3 

純現在価値（NPV） 712 百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
12.3％ 

 

 

 



（様式-2） 

【費用便益算定シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ｔ 便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値
15 -7 0.0 0.0 40.0 49.6 0.0 0.0 40.0 49.6
16 -6 0.0 0.0 25.0 29.9 0.0 0.0 25.0 29.9
17 -5 0.0 0.0 62.0 71.7 0.0 0.0 62.0 71.7
18 -4 10.0 11.7 32.0 36.0 0.0 0.0 32.0 36.0
19 -3 10.0 11.3 59.0 64.6 0.0 0.0 59.0 64.6
20 -2 23.1 24.9 47.9 51.8 0.0 0.0 47.9 51.8
21 -1 34.4 35.8 64.2 66.8 0.0 0.0 64.2 66.8
22 0 52.1 52.1 19.0 19.0 0.0 0.0 19.0 19.0
23 1 52.1 50.1 0.0 0.0 0.0 0.0
24 2 52.1 48.2 0.0 0.0 0.0 0.0
25 3 52.1 46.3 0.0 0.0 0.0 0.0
26 4 52.1 44.5 0.0 0.0 0.0 0.0
27 5 52.1 42.8 26.4 21.7 26.4 21.7
28 6 52.1 41.2 0.0 0.0 0.0 0.0
29 7 52.1 39.6 30.3 23.0 30.3 23.0
30 8 52.1 38.1 12.2 8.9 12.2 8.9
31 9 52.1 36.6 13.3 9.4 13.3 9.4
32 10 52.1 35.2 0.0 0.0 0.0 0.0
33 11 52.1 33.9 0.0 0.0 0.0 0.0
34 12 52.1 32.6 0.0 0.0 0.0 0.0
35 13 52.1 31.3 0.0 0.0 0.0 0.0
36 14 52.1 30.1 0.0 0.0 0.0 0.0
37 15 52.1 28.9 26.4 14.7 26.4 14.7
38 16 52.1 27.8 0.0 0.0 0.0 0.0
39 17 52.1 26.8 30.3 15.6 30.3 15.6
40 18 52.1 25.7 12.2 6.0 12.2 6.0
41 19 52.1 24.7 13.3 6.3 13.3 6.3
42 20 52.1 23.8 0.0 0.0 0.0 0.0
43 21 52.1 22.9 0.0 0.0 0.0 0.0
44 22 52.1 22.0 0.0 0.0 0.0 0.0
45 23 52.1 21.1 0.0 0.0 0.0 0.0
46 24 52.1 20.3 0.0 0.0 0.0 0.0
47 25 52.1 19.5 26.4 9.9 26.4 9.9
48 26 52.1 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0
49 27 52.1 18.1 30.3 10.5 30.3 10.5
50 28 52.1 17.4 12.2 4.1 12.2 4.1
51 29 52.1 16.7 13.3 4.3 13.3 4.3
52 30 52.1 16.1 0.0 0.0 0.0 0.0
53 31 52.1 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0
54 32 52.1 14.9 0.0 0.0 0.0 0.0
55 33 52.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0
56 34 52.1 13.7 0.0 0.0 0.0 0.0
57 35 52.1 13.2 26.4 6.7 26.4 6.7
58 36 52.1 12.7 0.0 0.0 0.0 0.0
59 37 52.1 12.2 30.3 7.1 30.3 7.1
60 38 52.1 11.7 12.2 2.7 12.2 2.7
61 39 52.1 11.3 13.3 2.9 13.3 2.9
62 40 52.1 10.9 0.0 0.0 0.0 0.0
63 41 52.1 10.4 0.0 0.0 0.0 0.0
64 42 52.1 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0
65 43 52.1 9.6 0.0 0.0 0.0 0.0
66 44 52.1 9.3 0.0 0.0 0.0 0.0
67 45 52.1 8.9 26.4 4.5 26.4 4.5
68 46 52.1 8.6 0.0 0.0 0.0 0.0
69 47 52.1 8.2 30.3 4.8 30.3 4.8
70 48 52.1 7.9 12.2 1.9 12.2 1.9
71 49 52.1 7.6 13.3 2.0 13.3 2.0
72 50 52.1 7.3 13.2 0.0 0.0 0.0 0.0

2,735 1,255 13 1,269 349 389 411 167 760 556 2.3
単位：百万円

費用便益比
Ｂ/Ｃ

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④
費用

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

年度
計

①+②
便益① 残存価値

②

便益



（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要書 

事業目的 （自然再生） 

<江の川上流自然再生> 

江の川上流箇所は、洪水によるかく乱の頻度が減少し澪筋が固

定化、河道内の樹林化が進行している。このため、江の川本来の

姿であるレキ河原及びレキ河原固有の動植物が減少している。そ

のため、河道内の樹林化の進行が著しい区間で、地域の連携を得

ながら、かつてのレキ河原を再生・維持し、江の川在来の生物生

息環境の再生を行っていく。 

事業内容 

（事業箇所図） 

（自然再生） 

・江の川上流自然再生[H17 年度～H22 年度] 

樹木伐採、砂州切下、中水敷盛土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土師ダム 江の川レキ河原再生区間

施工前

レキ河原再生イメージ

施工後

樹林化



（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

評価手法 （自然再生）：CVM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H23～H72（事業完了から 50 年） 

総便益 ○年便益額＝52.1 百万円（＝364 円/月/世帯×12 ヶ月×11,931 世帯） 

○残存価値＝13 百万円 

総便益 B＝Σ 単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝1,269 百万円 

便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水辺整備） 

○便益範囲：プレテスト結果より、江の川の樹林化の状況や自然再生の必

要性の認識高い概ね 14km 圏内の「安芸高田市」とする。 

○世帯数：11,931 世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 世帯配布、回収数 709 票（回収率 35.5％） 

 有効回答数 383 票（有効回答率 54.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 389 百万円 

維持管理費 167 百万円 

費
用 

総費用 556 百万円 

費用便益比（B/C） 2.3 

その他留意点等  

 

14km14km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



（再評価） 

 
 
 
 
 
 
 

江の川総合水系環境整備事業 

（江の川水辺整備（十日市箇所、三川合流箇所、三川合流部周辺箇所）、

畠敷箇所水辺の楽校整備、甲立箇所水辺の楽校整備） 
 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 



 

 



 
 



 
 



 
 



 

 



 

 



 



 

 
 



 
 
 



 
 
 
 



 
 



 

 
 
 



 

 



CVM 本調査結果 

（江の川水辺整備（十日市箇所、三川合流箇所、三川合流部周辺箇所）） 

 

（1） アンケート集計数 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,000 782 39.1％ 402 51.4％ 170 210 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） WTP 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 便益・費用算定結果 

WTP 受益世帯数 B（百万円） C（百万円） 

450 14,581 1,523 1,355 

 

◇B は残存価値を加算した 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝450×12×14,581＝78.7 百万円 
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TCM 本調査結果（畠敷箇所水辺の楽校整備、甲立箇所水辺の楽校整備） 

 

（1） アンケート集計数 

 

箇所名 配布数※ 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

畠敷箇所 2,405 933 38.8％ 725 77.7％ 

甲立箇所 2,000 657 32.9％ 477 72.6％ 

  

 

（2） TCM 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 便益・費用算定結果 

 

年便益 B（百万円） C（百万円） 

79.9 1,454 176 

 

◇B は残存価値を加算した 

◇年便益＝整備後の消費者余剰－整備前の消費者余剰 

    ＝98.5 百万円-18.6 百万円＝79.9 百万円 

 

【畠敷箇所】

1 2.178 18.435 31
2 1.078 11.110 132
3 0.802 7.539 384
4 0.157 0.770 538
5 0.021 0.325 692
6 0.019 0.278 846

<整備前>
利用頻度
（回/年）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

旅行費用
（円）

ゾーン
名

【甲立箇所】

1 14.976 40.711 27
2 0.387 0.681 140
3 0.292 0.585 384
4 0.067 1.063 538
5 0.229 0.596 778

ゾーン
名

<整備前>
利用頻度
（回/年）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

旅行費用
（円）



（様式-1） 

 

【概要】    

水系・河川名 江の川水系 

事業名 江の川総合水系環境整備事業 

（江の川水辺整備（十日市箇所、三川合流箇所、三川合流

部周辺箇所）、畠敷箇所水辺の楽校整備、甲立箇所水辺の楽

校整備） 

事業主体 三次河川国道事務所 

関係自治体 三次市、安芸高田市 

事業期間 1997 年～2015 年度（平成 9～平成 27 年度） 

基準（評価年度） 2010 年度（平成 22 年度） 

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計 1,246 百万円 151 百万円 1,397 百万円 

基準年における現在価

値合計（C） 
1,467 百万円 64 百万円 1,531 百万円 

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 28 年度 

供用年度の単年度便益 158.6 百万円 

残存価値（現在価値） 23 百万円 

基準年における現在価

値合計（B） 
2,976 百万円 

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 1.9 

純現在価値（NPV） 1,445 百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
6.8％ 

 



（様式-2） 

【費用便益算定シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ｔ 便益 現在価値① 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値
9 -13 0.0 0.0 0.0 30.0 50.6 0.0 0.0 30.0 50.6
10 -12 0.0 0.0 0.0 70.0 111.2 0.0 0.0 70.0 111.2
11 -11 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 -10 0.0 0.0 0.0 100.0 145.0 0.0 0.0 100.0 145.0
13 -9 0.0 0.0 0.0 260.0 353.8 0.0 0.0 260.0 353.8
14 -8 0.0 0.0 0.0 230.0 296.6 0.0 0.0 230.0 296.6
15 -7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.5 1.2 1.5
16 -6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 1.2 1.4
17 -5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.4 1.2 1.4
18 -4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
19 -3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
20 -2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 1.2 1.3
21 -1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2 1.2 1.2
22 0 0.0 0.0 0.0 168.0 168.0 1.2 1.2 169.2 169.2
23 1 0.0 0.0 0.0 68.0 65.4 1.3 1.3 69.3 66.7
24 2 0.0 0.0 0.0 68.0 62.9 1.3 1.2 69.3 64.1
25 3 0.0 0.0 0.0 52.0 46.2 1.3 1.2 53.3 47.4
26 4 78.7 67.3 0.0 100.0 85.5 1.3 1.1 101.3 86.6
27 5 133.7 109.9 0.0 100.0 82.2 1.6 1.3 101.6 83.5
28 7 158.6 125.4 0.0 1.8 1.4 1.8 1.4
29 7 158.6 120.6 0.0 1.8 1.4 1.8 1.4
30 8 158.6 115.9 0.0 1.8 1.3 1.8 1.3
31 9 158.6 111.5 0.0 1.8 1.3 1.8 1.3
32 10 158.6 107.2 0.0 1.8 1.2 1.8 1.2
33 11 158.6 103.0 0.0 1.8 1.2 1.8 1.2
34 12 158.6 99.1 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
35 13 158.6 95.3 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
36 14 158.6 91.6 0.0 1.8 1.1 1.8 1.1
37 15 158.6 88.1 0.0 1.8 1.0 1.8 1.0
38 16 158.6 84.7 0.0 1.8 1.0 1.8 1.0
39 17 158.6 81.4 0.0 1.8 0.9 1.8 0.9
40 18 158.6 78.3 0.0 1.8 0.9 1.8 0.9
41 19 158.6 75.3 0.0 1.8 0.9 1.8 0.9
42 20 158.6 72.4 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
43 21 158.6 69.6 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
44 22 158.6 66.9 0.0 1.8 0.8 1.8 0.8
45 23 158.6 64.4 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
46 24 158.6 61.9 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
47 25 158.6 59.5 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
48 26 158.6 57.2 0.0 1.8 0.7 1.8 0.7
49 27 158.6 55.0 0.0 1.8 0.6 1.8 0.6
50 28 158.6 52.9 0.0 48.6 16.2 48.6 16.2
51 29 158.6 50.9 0.0 1.8 0.6 1.8 0.6
52 30 158.6 48.9 0.0 1.8 0.6 1.8 0.6
53 31 158.6 47.0 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
54 32 158.6 45.2 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
55 33 158.6 43.5 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
56 34 158.6 41.8 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
57 35 158.6 40.2 0.0 1.8 0.5 1.8 0.5
58 36 158.6 38.7 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
59 37 158.6 37.2 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
60 38 158.6 35.7 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
61 39 158.6 34.4 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
62 40 158.6 33.0 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
63 41 158.6 31.8 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
64 42 158.6 30.5 0.0 1.8 0.4 1.8 0.4
65 43 158.6 29.4 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
66 44 158.6 28.2 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
67 45 158.6 27.2 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
68 46 158.6 26.1 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
69 47 158.6 25.1 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
70 48 158.6 24.1 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
71 49 158.6 23.2 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
72 50 158.6 22.3 0.0 1.8 0.3 1.8 0.3
73 51 158.6 21.5 0.0 1.8 0.2 1.8 0.2
74 52 158.6 20.6 0.0 1.8 0.2 1.8 0.2
75 53 158.6 19.8 18.9 1.8 0.2 1.8 0.2
76 54 79.9 9.6 3.1 0.5 0.1 0.5 0.1
77 55 24.9 2.9 0.8 0.2 0.0 0.2 0.0

7,932 2,953 23 2,976 1,246 1,467 151 64 1,397 1,531 1.9
単位：百万円

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

建設費③
便益

年度
計

①+②
便益

費用便益比
Ｂ/Ｃ

維持管理費④ 計③＋④
費用

残存価値
②



（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要書 

事業目的 （水辺整備） 

<三川合流部周辺箇所> 

・十日市箇所 

三川合流部で行われている鵜飼は、西城川右岸で乗船が行われていた

が、河川管理と利用安全性の向上のため、十日市箇所の護岸整備に合わせ

て鵜飼観光客が安全に河川を利用できるよう基盤整備を行った。 

・三川合流箇所 

三次市街地の中心にあって貴重なオープンスペースを有する十日市親

水公園は、地域の多くの人々に利用されているが、低水護岸等が整備され

ておらず、安全に水辺に近づけない等の課題が生じていた。そのため、河

川管理の向上に合わせ、利用の安全性を確保するための基盤整備を行っ

た。 

・三川合流部周辺箇所 

三川合流部周辺は、地域住民の散歩や鵜飼・花火大会などの観光で、多

くの人々に利用されている。 

三川が合流する豊かな眺望、伝統的な鵜飼や花火大会などの水辺のにぎ

わい、歴史・文化あふれる三次町の街なみなどの水辺との関わりを活かし

たまちづくりを進める三次市と連携して、治水上及び利用の安全・安心に

係る河川管理施設を整備する。 

<畠敷箇所水辺の楽校整備> 

畠敷箇所は近隣の八次小学校を中心に環境学習、体験活動の場として利

用されているが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となってい

る。そのため、安全に水辺に近づき、川を利用した環境学習を行う場とし

て整備を行う。 

<甲立箇所水辺の楽校整備> 

甲立箇所は、近隣の甲立小学校を中心に環境学習、体験活動の場として

利用の要望があるが、現状では安全に水辺の利用ができない状況となって

いる。そのため、安全に水辺に近づき、川を利用した環境学習する場とし

て整備を行う。 

事業内容 

（事業箇所図） 

（水辺整備） 

・十日市箇所[H9～H10 年度] 

低水護岸 

・三川合流箇所[H12～H14 年度] 

低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

・三川合流部周辺箇所[（国）H22～25 年度、（自）街路灯] 

 （国）護岸、河川管理用通路、（自）街路灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・畠敷箇所水辺の楽校整備[計画中] 

 低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・甲立箇所水辺の楽校整備[計画中] 

 低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低水護岸 高水敷整正

河川管理用通路 

  



（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

評価手法 （水辺整備）：CVM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

（水辺整備）：TCM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H28～H77（事業完了から 50 年） 

総便益 ○年便益額＝158.6 百万円 

○残存価値＝23 百万円 

総便益 B＝Σ 単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝2,976 百万円 

便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水辺整備） 

<十日市箇所、三川合流箇所、三川合流部周辺箇所> 

○便益範囲：H21 に三次市が実施したアンケート結果より、認知度、利用

率の高い概ね 10km 圏内「三次市」をアンケート調査範囲に設定する。 

○世帯数：14,581 世帯 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 世帯配布、回収数 782 票（回収率 39.1％） 

 有効回答数 402 票（有効回答率 51.4％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<畠敷箇所> 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用が確認された概ね 30km 圏内の「三

次市」、「安芸高田市」、「庄原市（旧庄原市、旧口和町）」とする。 

○人口：115,606 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,405 票配布、回収数 933 票（回収率 38.8％） 

 有効回答数 725 票（有効回答率 77.7％） 

 

10km10km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜甲立箇所＞ 

○便益範囲：プレテスト結果より、利用が確認された概ね 25km 圏内の「三

次市」、「安芸高田市」とする。 

○人口：92,014 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布、回収数 657 票（回収率 32.9％） 

 有効回答数 477 票（有効回答率 72.6％） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 1,467 百万円 

維持管理費 64 百万円 

費
用 

総費用 1,531 百万円 

費用便益比（B/C） 1.9 

その他留意点等  

 

30km30km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界

25km25km

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



（フォローアップ） 

 
 
 
 
 
 
 

江の川総合水系環境整備事業 

（江の川水辺整備（長屋箇所）、桂箇所水辺の楽校整備、 

江の川水辺整備（下土師箇所、香淀箇所）） 
 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 



 

 
 



 
 
 



 
 
 
 



 
 



 
 
 



TCM 本調査結果 

（江の川水辺整備（長屋箇所）、桂箇所水辺の楽校整備、江の川水辺整備

（下土師箇所、香淀箇所）） 
（1） アンケート集計数 

 

箇所名 配布数※ 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

長屋箇所 2,000 748 37.4％ 638 85.3％ 

桂箇所 2,041 761 37.3％ 649 87.6％ 

下土師箇所 2,000 723 36.2％ 588 81.3％ 

香淀箇所 2,174 773 35.6％ 626 81.0％ 

 

（2） TCM 算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） B/C 算定結果 

 

年便益 B（百万円） C（百万円） B/C 

202.0 6,156 3,220 1.9 

 

◇B は残存価値を加算した 

◇年便益＝整備後の消費者余剰－整備前の消費者余剰 

    ＝221.2 百万円-19.1 百万円＝202.0 百万円 

 

【長屋箇所】

1 0.458 13.764 63
2 0.028 0.542 210
3 0.031 0.481 354
4 0.036 0.330 477
5 0.005 0.131 799

旅行費用
（円）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

<整備前>
利用頻度
（回/年）

ゾーン
名

【下土師箇所】

1 1.098 16.068 67
2 0.284 0.854 298
3 0.172 1.118 384
4 0.075 5.781 538
5 0.131 0.651 677
6 0.048 0.291 846
7 0.026 0.035 1,000

旅行費用
（円）

<整備前>
利用頻度
（回/年）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

ゾーン
名

【桂箇所】

1 1.681 3.334 38
2 1.316 5.232 203
3 0.022 1.103 338
4 0.045 0.335 461
5 0.019 0.171 677
6 0.005 0.005 846

旅行費用
（円）

<整備前>
利用頻度
（回/年）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

ゾーン
名

【香淀箇所】

1 0.354 15.314 41
2 0.044 2.311 194
3 0.103 1.044 369
4 0.172 0.928 492
5 0.021 1.952 678
6 0.010 0.310 877

旅行費用
（円）

<整備前>
利用頻度
（回/年）

<整備後>
利用頻度
（回/年）

ゾーン
名



（様式-1） 

 

【概要】    

水系・河川名 江の川水系 

事業名 江の川総合水系環境整備事業 

（江の川水辺整備（長屋箇所）、桂箇所水辺の楽校整備、 

江の川水辺整備（下土師箇所、香淀箇所）） 

事業主体 三次河川国道事務所 

関係自治体 安芸高田市、三次市 

事業期間 1995 年～2002 年度（平成 7～平成 14 年度） 

基準（評価年度） 2010 年度（平成 22 年度） 

【費用】    

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計 1,831 百万円 899 百万円 2,730 百万円 

基準年における現在

価値合計（C） 
2,714 百万円 506 百万円 3,220 百万円 

【便益】    

 便益 

供用年度 平成 15 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
202.0 百万円 

残存価値（現在価値） 54 百万円 

基準年における現在

価値合計（B） 
6,156 百万円 

【費用便益分析結果】    

費用便益比（CBR） 1.9 

純現在価値（NPV） 2,936 百万円 

経済的内部収益率 

（EIRR） 
8.7％ 

 



（様式-2） 

【費用便益算定シート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ｔ 便益 現在価値① 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値
H5 -17 0.0 0.0 0.0 87.0 172.0 0.0 0.0 87.0 172.0
H6 -16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
H7 -15 0.0 0.0 0.0 105.0 191.3 0.0 0.0 105.0 191.3
H8 -14 17.5 30.3 0.0 0.0 0.0 0.4 0.6 0.4 0.6
H9 -13 17.5 29.2 0.0 0.0 0.0 0.4 0.6 0.4 0.6

H10 -12 17.5 28.0 0.0 240.0 381.2 0.4 0.6 240.4 381.8
H11 -11 17.5 27.0 0.0 354.0 534.8 0.4 0.6 354.4 535.4
H12 -10 17.5 25.9 0.0 427.0 619.1 0.4 0.5 427.4 619.6
H13 -9 17.5 24.9 0.0 264.0 359.2 0.4 0.5 264.4 359.7
H14 -8 17.5 24.0 0.0 354.0 456.5 0.4 0.5 354.4 457.0
H15 -7 202.0 265.8 0.0 12.6 15.6 12.6 15.6
H16 -6 202.0 255.6 0.0 12.6 15.1 12.6 15.1
H17 -5 202.0 245.8 0.0 12.6 14.6 12.6 14.6
H18 -4 202.0 236.3 0.0 12.5 14.1 12.5 14.1
H19 -3 202.0 227.2 0.0 12.5 13.7 12.5 13.7
H20 -2 202.0 218.5 0.0 12.5 13.5 12.5 13.5
H21 -1 202.0 210.1 0.0 18.7 19.5 18.7 19.5
H22 0 202.0 202.0 0.0 18.7 18.7 18.7 18.7
H23 1 202.0 194.2 0.0 18.7 18.0 18.7 18.0
H24 2 202.0 186.8 0.0 18.7 17.3 18.7 17.3
H25 3 202.0 179.6 0.0 18.7 16.7 18.7 16.7
H26 4 202.0 172.7 0.0 18.7 16.0 18.7 16.0
H27 5 202.0 166.0 0.0 18.7 15.4 18.7 15.4
H28 6 202.0 159.7 0.0 18.7 14.8 18.7 14.8
H29 7 202.0 153.5 0.0 18.7 14.2 18.7 14.2
H30 8 202.0 147.6 0.0 18.7 13.7 18.7 13.7
H31 9 202.0 141.9 0.0 18.7 13.2 18.7 13.2
H32 10 202.0 136.5 0.0 18.7 12.7 18.7 12.7
H33 11 202.0 131.2 0.0 18.7 12.2 18.7 12.2
H34 12 202.0 126.2 0.0 18.7 11.7 18.7 11.7
H35 13 202.0 121.3 0.0 18.7 11.2 18.7 11.2
H36 14 202.0 116.7 0.0 18.7 10.8 18.7 10.8
H37 15 202.0 112.2 0.0 18.7 10.4 18.7 10.4
H38 16 202.0 107.9 0.0 18.7 10.0 18.7 10.0
H39 17 202.0 103.7 0.0 18.7 9.6 18.7 9.6
H40 18 202.0 99.7 0.0 18.7 9.2 18.7 9.2
H41 19 202.0 95.9 0.0 18.7 8.9 18.7 8.9
H42 20 202.0 92.2 0.0 18.7 8.5 18.7 8.5
H43 21 202.0 88.7 0.0 18.7 8.2 18.7 8.2
H44 22 202.0 85.2 0.0 18.7 7.9 18.7 7.9
H45 23 202.0 82.0 0.0 18.7 7.6 18.7 7.6
H46 24 202.0 78.8 0.0 18.7 7.3 18.7 7.3
H47 25 202.0 75.8 0.0 18.7 7.0 18.7 7.0
H48 26 202.0 72.9 0.0 18.7 6.8 18.7 6.8
H49 27 202.0 70.1 0.0 18.7 6.5 18.7 6.5
H50 28 202.0 67.4 0.0 18.7 6.2 18.7 6.2
H51 29 202.0 64.8 0.0 18.7 6.0 18.7 6.0
H52 30 202.0 62.3 0.0 18.7 5.8 18.7 5.8
H53 31 202.0 59.9 0.0 18.7 5.6 18.7 5.6
H54 32 202.0 57.6 0.0 18.7 5.3 18.7 5.3
H55 33 202.0 55.4 0.0 18.7 5.1 18.7 5.1
H56 34 202.0 53.2 0.0 18.7 4.9 18.7 4.9
H57 35 202.0 51.2 19.6 18.7 4.7 18.7 4.7
H58 36 184.5 45.0 0.0 18.4 4.5 18.4 4.5
H59 37 184.5 43.2 0.0 18.4 4.3 18.4 4.3
H60 38 184.5 41.6 0.0 18.4 4.1 18.4 4.1
H61 39 184.5 40.0 0.0 18.4 4.0 18.4 4.0
H62 40 184.5 38.4 0.0 18.4 3.8 18.4 3.8
H63 41 184.5 37.0 0.0 18.4 3.7 18.4 3.7
H64 42 184.5 35.5 34.2 18.4 3.5 18.4 3.5

10,101 6,102 54 6,156 1,831 2,714 899 506 2,730 3,220 1.9
単位：百万円

残存価値
②

費用便益比
Ｂ/Ｃ

維持管理費④ 計③＋④
費用

建設費③

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

計
①+②

便益
年度

整
備
期
間

便益



（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要書 

事業目的 （水辺整備） 

<長屋箇所> 

長屋箇所は地域から利用の要望があったが、河道内の砂州が固

定化し、草本が繁茂するなど「水面が見えない」、「安全に水辺に

近づけない」などの問題が生じていた。 

そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保するた

めの基盤整備を行った。 

<桂箇所> 

桂箇所は、近隣の郷野小学校を中心に河川利用の要望があり、

地域住民や関係機関・学識経験者等からなる協議会や「子どもワ

ークショップ」を開催し、地域と協働で整備内容を検討し、安全

に川を利用した環境学習を行える場として整備を行った。 

<下土師箇所> 

下土師箇所は、地域から利用の要望があったが、河道内の砂州

が固定化し、草本が繁茂するなど「水面が見えない」、「安全に水

辺に近づけない」などの問題が生じていた。 

そのため、河川管理の向上にあわせ、利用の安全を確保するた

めの基盤整備を行った 。 

<香淀箇所> 

三次市（旧作木村）では江の川を多くの観光客や地域住民に利

用してもらうことを目的として、カヌー公園として宿泊施設やキ

ャンプ場の整備を行った。これに合わせ、河川管理の向上と利用

の安全を確保するため、低水護岸を整備した。 

事業内容 

（事業箇所図） 

（水辺整備） 

・長屋箇所[（国）H7、（自）H5] 

（国）低水護岸、高水敷整備等 

（自）グラウンド、駐車場、トイレ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前（平成４年撮影）



・桂箇所（水辺の楽校）[H13～H14 年度] 

低水護岸、河川管理用通路、高水敷整正等 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下土師箇所[H14 年度] 

河川管理用通路、高水敷整正、水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

・香淀箇所（カヌー公園さくぎ） 

[（国）H10～H12 年度、（自）H10～H14 年度] 

（国）低水護岸、河川管理用通路 

（自）コテージ、艇庫・管理棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備の状況整 備 前整 備 前整備前（平成13年撮影）

 整備状況整 備 前整備前（平成15年撮影）

香淀箇所整備内容

 

管理用通路

三次市整備状況

低水護岸

江の川



（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

評価手法 （水辺整備）：TCM（平成 22 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H15～H64（事業完了から 50 年） 

総便益 ○年便益額＝202.0 百万円 

○残存価値＝54 百万円 

総便益 B＝Σ 単年度便益額/（1+0.04）n＋残存価値額＝6,156 百万円 

便
益 

評価範囲 

（評価範囲図） 

（水辺整備） 

<長屋箇所> 

○便益範囲：H17 の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概

ね 25km 圏内の「三次市」、「安芸高田市」、「北広島町（一部）」とする。

○人口：81,066 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布、回収数 748 票（回収率 37.4％） 

 有効回答数 638 票（有効回答率 85.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<桂箇所> 

○便益範囲：H17 の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概

ね 30km 圏内「三次市」、「安芸高田市」、「北広島町（一部）」とする。 

○人口：88,632 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,041 票配布、回収数 761 票（回収率 37.3％） 

 有効回答数 649 票（有効回答率 87.6％） 

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<下土師箇所> 

○便益範囲：H17 の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概

ね 40km 圏内の「三次市」、「安芸高田市」、「北広島町（一部）」、「邑南町」

とする。 

○人口：109,881 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,000 票配布、回収数 723 票（回収率 36.2％） 

 有効回答数 588 票（有効回答率 81.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<香淀箇所> 

○便益範囲：H17 の事業箇所のアンケート結果より、利用が確認された概

ね 30km 圏内の「三次市」、「安芸高田市」、「北広島町（一部）」、「庄原市

（一部）」、「美郷町」、「川本町」、「邑南町」とする。 

○人口：140,464 人 

○配布回収方法：郵送 

○アンケート票数：2,174 票配布、回収数 773 票（回収率 35.6％） 

 有効回答数 626 票（有効回答率 81.0％） 

 

 

 

 

 

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 2,714 百万円 

維持管理費 506 百万円 

費
用 

総費用 3,220 百万円 

費用便益比（B/C） 1.9 

その他留意点等  

 

：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界
：商圏（水系）、 ：アンケート配布範囲
：市町村境界



江の川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕





（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

江の川総合水系
環境整備事業

継続

【道路事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道２号
岩国・大竹道路

継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。








